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社会情報基盤の構築と課題

• ICカード、RFIDタグ、PC 、携帯電話、情報家電
• インターネット、無線通信、地上波デジタル放送、

ユビキタスネットワーク、IPv6、
• IDシステム、個人認証、生体認証、プライバシー保

護、個人情報保護、情報空間
• 大学サービス、図書館、電子マネー、電子決済、ビ

ジネス基盤、災害対応
• 電子認証法、社会制度、経済システム、技術標準、

電子犯罪
• Dependability、Security、Reliability、安全・安心



社会システムと情報技術

• 20世紀後半は既存の社会システムの中に情報通信技術を部
分的に導入し、サービスの高度化、高速化を進める時代で
あった。

• 通信速度、情報処理速度の向上は、システムの設計時に想
定しなかった事態を生み出すようになった。

• 21世紀は情報通信技術を前提として社会システム自身を再
設計する時代。

– 社会情報基盤(Social Information Infrastructure)
– ユビキタス社会、 e-Japan、u-Japan
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The World Is Flat [Updated and Expanded]: 
A Brief History of the Twenty-first Century
by Thomas L. Friedman
ISBN:  0374292795

April 2006
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過去50年で何が変わったのか？

• 社会活動における物理的制約の削減
– 価値情報や信用情報の移動に対する大きさ，重さ，時間の制約

• 社会システムにおける情報の影響が伝わる時間（時定数）
– 人間の生理的情報処理能力は1000年前とほとんど変わらない．
– 社会システムの時定数は50年で100万分の１以下になった．
– システムの安定性の危機

• 価値や信用の媒体とその裏付けの仕組み
– 物質の保存則をベースにした過去の仕組みからの脱却
– 完全なコピーが簡単にできるデジタル情報を利用した新しい仕組み

◆ 情報技術を前提とした社会システムの再構築
◆ 情報化社会で「価値」や「信用」をどのように取り扱うか？
◆ 情報技術は「価値」や「信用」の媒体たりえるか？
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システムの不安定性の原因

書く（100文字/分）
読む（1000文字/分） 話す（500文字/分）

ファクシミリ（2000文字/分）

インターネット
（1,000,000文字/秒）



情報の通信・処理の変化
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計算機の1秒あたりの演算数

1

人間が1分あたり読める文字数

人間が1分あたり話せる語数

1秒で情報が送れるビット数と
距離の積(bitkm)



社会情報基盤

社会情報基盤の構築

社会システム
行政システム、経済システム、通信システム
交通システム、物流システム、放送システム
環境、教育、徴税、治安、国防、商業、農業

情報
ネットワーク

ハードウェア
(LSIなど） ソフトウェア

経済性・効率性 快適・豊かさ安全・安心



社会情報基盤の開発への要求

• 数十年有効なグランドデザイン
• 社会の安定と安全を確保する仕組み
• 一般の人に分かりやすい原理
• 個人を守るためのシステム
• 地球環境に負担をかけないシステム
• 開発、運用、保守のコストと効率
• 技術の変化に対応した新しいシステムへのスムーズな移行

何ができるかより
どうあるべきかを考えることが重要



Dependability

Availability Reliability Safety Confidentiality Integrity Maintainability

Security

可用性
利用可能性

サービスの
継続性

壊滅的被害
の防止

秘匿情報の
保護 不正な改造や

偽造の防止

サービス中
の修理や改
良の可能性

Absence of unauthorized access to, or handling of , system state

南谷教授 JST研究開発戦略センター

ディペンダビリティワークショップ資料

Dependabilityに関連する概念



本日の議論

• 今後の社会情報基盤とは何か？（定義）
– 市民、ユーザーの立場から
– サービス提供者の立場から
– 技術を提供する立場から

• 社会情報基盤の構築のためにどのような技術や
研究開発が必要か？（技術的アプローチ）
– 大学・研究機関の立場から
– 産業界の立場から
– 国家戦略的研究の立場から
– 市民、ユーザーの立場から



本日の議論（続き）

• 社会情報基盤の確立に向けて何が必要
か？（施策）
– 国に求めること
– 産業界に求めること
– 大学・研究機関に求めること


